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1.事業者名 兼本建設株式会社

土木・建築工事の請負・設計・施工・施工管理

3.環境管理責任者

　代表者氏名 代表取締役　鍵谷　邦仁

2.会社の所在地 〒742-1502

山口県熊毛郡田布施町大字波野268番地

　　担当者氏名

　　連絡先

FAX 0820-52-1180

4.事業活動の内容
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Ⅰ 組織の概要

村川　真弓

TEL 0820-52-2327

kaneken1@ymg.urban.ne.jp

百万円 百万円 百万円

5.事業の規模

235

令和3年10月
～令和4年9月

売 上 高

従業員数

床 面 積

工事件数



改定日：令和 4年 10 月 1 日

制定日：平成19年 11 月 30 日

行動指針
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Ⅱ 環境経営方針

環境活動の基本理念

環境経営システムを構築・運用し、環境負荷の低減を目指します。

兼本建設株式会社

代表取締役　鍵 谷 邦 仁

具体的に以下の事項を重点的に取り組みます。

兼本建設株式会社は、総合建設業の事業活動を展開する過程で、積極的に地域社
会との共生を図り、環境保全の重要性を認識し、全社員があらゆる局面で地域環境及
び地球環境に配慮した活動を継続的な改善により、全社一丸となって取り組みます。

1. 積極的に省エネ(ガソリン・軽油・灯油・電力・ペーパーレス)を推進して、CO2排出量を
削減します。

2. 建設副産物は現場内利用或いは再資源化施設に搬入し、原材料として再利用し、
建設廃棄物については、排出量を抑制する工夫をします。

3. 節水に積極的に取り組みます。

4. 工事用資材は再生資源や環境への負荷の少ない原材料を、物品は省資源に努め、
グリーン製品購入に努めます。

5. 環境保全対策・建設副産物対策関係法令を遵守します。

6. 地域や自治体の清掃活動等に積極的に参加し、社会奉仕に努めます。



※電気の二酸化炭素排出係数は2021年中国電力株式会社二酸化炭素調整後排出係数0.542kg－CO2/kWhを使用しました。
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2件以上

備考：目標値は第53期実績とする。

グリーン製品
購入の推進

2件以上
工事現場での

清掃活動の実施
2件以上

2件以上2件

46品目 48品目以上

―

製品

参加件数

48品目以上

今期と今期以降の環境目標

【地域貢献活動の様子】



現場管理部門

EA21 事務局

文書管理部主幹
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EA21事務局員

取組目標責任者

活動項目責任者

総務部門 文書管理部門

取組目標責任者

Ⅳ 取組体制

＊＊＊ エコアクション21取組体制 ＊＊＊

鍵谷　邦仁

代表取締役

環境管理責任者

EA21 委員会

【イメージアップ看板】



(1) 2件以上　（取組目標責任者：大野　和馬）

(1) 2件以上　（取組目標責任者：塚本 正晴）

② 社内保存ファイルのペーパーレス化 （項目責任者：塚本）

(2) 廃棄物（工事用資材）の目標値削減　（取組目標責任者：小河 将之）

① 剰余の少ない資材（鉄筋等）の加工方法・有効活用

② 仮設償却材料（合板型枠等）の転用率の向上

（項目責任者：正田）

（項目責任者：笠原）

(1) 上水使用量の削減　（取組目標責任者：広中 収）

(1) 48品目以上　（取組目標責任者：村川 真弓）

(1) コピー用紙使用量の目標値削減　（取組目標責任者：広中 収）

① 官公庁提出書類のプリント前のパソコン画面内確認 （項目責任者：塚本）

（項目責任者：村川）① こまめな水道の蛇口閉めの励行
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Ⅴ 環境経営計画

＊ 第56期（令和3年10月～令和4年9月）の環境経営計画 ＊

(1) 電気使用量の削減　（取組目標責任者：兼本 京子）

（項目責任者：山田）

（項目責任者：山田）

① 空調機器の適正な使用の徹底

② 電子機器の使用していない時間の電源OFFの励行

(2) 灯油使用量の削減　（取組目標責任者：兼本 京子）

① 暖房機器の設定温度を低くする。

(3) 軽油・ガソリン使用量の削減　（取組目標責任者：大野 和馬）

① 燃料消費量を考慮した積載・運転方法の励行

（項目責任者：山田）

（項目責任者：部屋）

（項目責任者：松田）② 運転席を離れる時・積込作業時のエンジン停止の励行

5-1 二酸化炭素排出量削減のための取組目標と取組方法

5-2 廃棄物排出量目標値削減のための取組目標と取組方法

5-3 上水使用量削減のための取組目標と取組方法

5-4 グリーン製品購入の推進

5-5 地域活動への参加等

5-6 工事現場での清掃活動の実施等



※電気の二酸化炭素排出係数は2021年中国電力株式会社二酸化炭素調整後排出係数0.542kg－CO2/kWhを使用しました。
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0.004
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Ⅵ 環境経営目標の実績

担当
部門

二酸化炭素
排出量の削減

事務所

環境目標

グリーン製品
購入の推進 実績
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48
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174,579

576.1以下
建 設
現 場

㎥/百万円

参加件数

事務所
48

2件以上2件以上
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上水使用量の

削減

工事現場での
清掃活動の実施
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2

当社はエコアクション21に基づく環境経営システムを構築し、平成20年から環境活動に取り組んでいる。
過去の環境負荷実績及び第56期（令和3年10月～令和4年9月）の目標と実績は以下の通りであった。

今期も全ての項目において環境目標値を下回る実績でクリアしており、来期以降も継続して活動していきたい。
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二酸化炭素排出量の削減

廃棄物排出量の目標値削減

上水使用量の削減
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二酸化炭素排出量の
5％削減

kg-CO2/百万円

事務所 59.8以下 59.8以下
48.8

○
（18.4%減）

建設
現場

377.0
○

（34.6%減）
576.1以下 576.1以下

グリーン製品購入の
推進

48品目
以上

現場での清掃活動 実施件数 ― 2件以上 2件 ○建設
現場

※電気の二酸化炭素排出係数は2021年中国電力株式会社二酸化炭素調整後排出係数0.542kg－CO2/kWhを使用しました。

Ⅶ環境活動計画の取組結果とその評価

　エコアクション21を運用した第56期(令和3年10月～令和4年10月)における環境目標に対する実績は次の通りで
あった。

環　　境　　目　　標
単　　位

(売上高当り)
担当
部門

第53期 第56期

(H30年10月～ (R3年10月～

R1年9月) R4年9月)

基準 目標 実績

目標達成
の判定

0.005
以下

 0.005以下

0.009
以下

 0.009以下 〇

6.99以下

○

○

○

○

（11.7%減）

（20.9%減）

（88.9%減）

kWh/百万円

事務所

65.2以下 65.2以下

6.99以下

193.8以下 193.8以下

（36.4%減）

57.6

ℓ/百万円

（20.0%減）

建設
現場

建設
現場

○2.97以下 2.97以下
1.89

○
（31.0%減）

（事務所電気使用量の削減）

（軽油·ガソリン使用量の削減）

（灯油使用量の削減） ℓ/百万円

133.69

（コピー用紙使用量の削減） ｔ/百万円 事務所
0.00102

以下
0.00102

以下

5.53

2件以上

48品目
以上

（廃棄物[工事用資材-木くず]

の削減）

 1.1335以下
上水使用量の

3％削減

地域活動への参加等

廃棄物排出量の
目標値削減

ｔ/百万円

事務所
0.004

0.001

○
（28.6%減）

0.0007
○

（31.4%減）

ｔ/百万円
建設
現場

0.0080
○

（98.8%減）

0.683
以下

 0.683以下

m3/百万円

事務所

1.1335
以下

0.8089

○
製品

48品目

2件以上参加件数

品目総数

2件



① 暖房機器の設定温度を低くする。

第53期実績に対して(31.4％減)

＊ 第56期（令和3年10月～令和4年9月）の
環境経営計画の取組結果とその評価 ＊

(1) コピー用紙使用量の目標値削減について

② 社内保存ファイルのペーパーレス化

事務所-第53期実績に対して(18.4％減)
建設現場-第53期実績に対して(34.6％減)
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① 空調機器の適正な使用の徹底　

② 電子機器の使用していない時間の電源OFFの励行

　二酸化炭素排出量の5％削減は事務所・建設現場とも削減目標をクリアしている。　

現場は前期と比較すると増加傾向である。引き続き削減に努めたい。

活動項目

活動項目
① 燃料消費量を考慮した積載・運転操作の励行

② 運転席を離れる時・積込作業時のエンジン停止の励行

　廃棄物排出量について、今期は建設現場の取り組みが大いに成果を上げた。

(2) 灯油使用量の削減について
第53期実績に対して(36.4％減)

活動項目

(3) 軽油・ガソリン使用量の削減について
事務所-第53期実績に対して(20.9％減)

建設現場-第53期実績に対して(31.0％減)

事務所-第53期実績に対して(20.0％減)
建設現場-第53期実績に対して(88.9％減)

来期も引き続き削減に努める。

活動項目
① 提出書類のプリント前のパソコン画面内確認

(1) 事務所電気使用量の削減について
第53期実績に対して(11.7％減)

1 二酸化炭素排出量の削減

2 廃棄物排出量の目標値削減

今期も目標は達成している。来期も事務所の燃料消費量の減少に特に努めるとともに、引き続きこまめ
なエンジン停止等を心がける。

今期も目標を達成している。電気エアコンの使用が増加し、石油ファンヒーターの使用が減少したこと
が要因としてあげられる。どちらを使用するにしても、設定温度は守られている。

今期も目標を達成している。しかし、年々夏季の気温が上昇していることから、使用量も増加傾向に
ある。
目標値の見直しなども検討しつつ、引き続き空調機器や電子機器の適正な使用に努める。

今期も目標を達成しているが、前期よりも増加している。書類の電子化や再利用等、削減に向けての地
道な活動をしているが、ペーパーレス化はあまり進んでいない。今後さらに進むと思われる電子化を見据



木くず-第53期実績に対して(98.8％減)

① 剰余の少ない資材（鉄筋等）の加工方法・有効活用

　

活 動 年 月 日

① マメな水道の蛇口閉めの励行

48品目以上-48品目（増減なし）

山口県熊毛郡田布施町　町内一円

主 催 田布施町役場

河川・排水路に溜まった土砂のダンプトラック（2ｔ積）２台による収集運搬作業

第53期実績に対して(28.6％減)

(2) 廃棄物（工事用資材）の削減について

活動項目
② 仮設償却材料（合板型枠等）の転用率の向上
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農村地域防災減災事業（ため池整備事業）納所地区ため池改修工事2号

活 動 内 容 町道に隣接する町有地に倒木の恐れのあった枯れ木の撤去・処分

令和  4 年  5 月  8 日

活 動 場 所

工 事 名

工 事 名

活 動 内 容

南周防農地整備事業　伊保庄第1団地暗渠排水工事

排水路の堆積土撤去、運搬、処分

活 動 内 容
環境美化推進日（町内一斉清掃）の環境美化活動への参加

 環境美化活動の実施

活 動 年 月 日

活 動 場 所

活 動 内 容

 環境美化活動の実施

令和  4 年  1 月  20 日

町道上ゲ西線

道路の草刈り、木の伐採等

活動項目

3 上水使用量の削減

木くず排出量は、前期に引き続き今期も目標達成となった。現場サイドの意識が高まっていることが好
結果の要因となっている。更なる転用や保管方法など徹底を図りたい。

今期も目標を達成しており、使用量は微量ではあるが減少傾向にある。来期も意識を高め、削減に努め
たい。

4 グリーン製品購入の推進

5 地域活動への参加等

6 工事現場での清掃活動の実施
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6. 工事現場での清掃活動の実施

○
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燃料消費量を考慮した積載・運転方法の励行

官公庁提出書類のプリント前のパソコン画面内確認

社内保存ファイルのペーパーレス化

運転席を離れる時・積込作業時のエンジン停止の励行

コピー用紙使用量の目標値削減

2件以上

仮設償却材料（合板型枠等）の転用率の向上

上水使用量の削減

☆ 57期の取組は次の通りとする。

二酸化炭素排出量の削減（基準年の現状以下）

来期の取組内容

2件以上

マメな水道の蛇口閉めの励行

48品目以上

剰余の少ない資材（鉄筋等）の加工方法・有効活用

空調機器の適正な使用の徹底（温度・場所・ON、OFF時間）

電子機器の使用していない時間の電源OFFの励行

灯油使用量の削減

暖房機器の設定温度を低くする。

軽油・ガソリン使用量の削減

上水使用量の削減（基準年の現状以下）

グリーン製品購入の推進

廃棄物排出量の削減（基準年の現状以下）

地域活動への参加等

廃棄物（工事用資材）の目標値削減

電気使用量の削減



消防法、フロン排出抑制法等)を遵守しており、過去３年間においても違反等の指摘は

　今期においては、すべての環境経営目標を達成することが出来ており満足しております。

その中でも二酸化炭素排出量の削減への取り組みでは、前期と比較すると増加している

ものの、引き続き目標値を下回っており、社員一人ひとりの環境意識の高まりが日常業務

に根付き、標準化された成果だと考えています。

　現状の取り組みを継続しながら、当社としても実践中の健康経営にも配慮した更なる活

動を行うとともに、社員人一人のスキルアップを図り、創意工夫による環境負担の少ない

施工や工期短縮などの現場管理を徹底しコスト削減の取り組みを進めたいと思っています。

Ⅸ 代表者による全体評価と見直しの結果
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令和4年11月1日

兼本建設株式会社

代表取締役　鍵谷 邦仁

Ⅷ 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

 並びに違反、訴訟等の有無

事業所、建設現場ともに、環境関連法規及び条例等(廃棄物処理法、建設リサイクル法、

ありません。

また関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去3年間ありませんでした。


